
Ⅰ．研究の背景と目的

1．背景
近年，グローバル化の進展や科学技術の進歩に伴い，

社会，経済，環境等の様々な分野において前例のない
問題に直面している。そのため，これからを生きる我々
や子どもたちは将来の変化に準備し，対応していかな
ければならない。経済協力開発機構（OECD）（2019）
は，これからの社会を変革し，作り上げていくための
コンピテンシーの重要性を述べており，OECDが
DeSeCoプロジェクトにおいて定義したキー・コンピ
テンシーに立脚して，Education2030プロジェクトで
は，さらに3つのコンピテンシーのカテゴリーを，「変
革の起こす力のあるコンピテンシー」として特定した。
挙げられた3つの力は「新たな価値を創造する力」，「対
立やジレンマを克服する力」，「責任ある行動をとる力」
である。

以上を受け，平成29年改訂学習指導要領（文部科
学省，2017）では，「生きる力」の具現化，新しい時
代に必要となる資質・能力が明確化された。また，資
質・能力を身につけ，学習の質を一層高める授業改善
の取り組みが必要であるとし，「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向けた授業改善の推進が掲げられて
いる。そして，従前の学習指導要領に引き続き，今回
の改訂でも言語に関する能力の育成が重視され，「言
語活動の充実」が掲げられている。以上のことから，

理科の授業において，問題解決を目指した学習集団を
形成できる協働的な学習場面を設定し，子どもの主体
的な活動や対話を重視した学習を目指していくことが
求められる。そこで，子どもの主体的な活動や対話を
重視したCooperative Learning（以降，協働学習とす
る）に着目した。特にジョンソンらの理論では社会的
スキルを活動の中で生徒に習得させること，対話に重
きを置き他者との協働のための能力を定着させること
を目指しており，「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善が可能となるのではないかと考え
られる。

わが国での協働学習を取り入れた授業実践におい
て，大黒（2010）は，ジョンソンらの協働学習の5つ
の基本的構成要素（①相互協力関係，②対面的－積極
的相互作用，③個人の責任，④対人的技能，⑤グルー
プでの改善手続き）全てを取り入れた授業を中学校理
科で実施し，他者との協働に関する生徒の認知面，理
科の実験授業での態度面において有効な成果を得てい
る。また，基本的構成要素を活性化するために開発し
た“思考の外化”テクノロジで支援するデザイン原則は，
全ての基本的構成要素の効果を高めるために有効で
あったとしている。しかし，大黒の作成した協働学習
の基本的構成要素と実践で用いた方法や仕組みとの関
係を見てみると，1つの構成要素に対して複数の方法
や仕組みが挙げられており，教師が何を準備し，生徒
が具体的に何を行うのかが明確ではなかった。また，
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デザイン原則はコンセプトマップ作成ソフトウエアを
用いることが前提となっており，学校設備の問題など
から容易に授業へ導入することは難しいと考えられる。

谷口（2018）は，ジョンソンらの基本的構成要素を
⑴班編成と役割分担（①，②，③），⑵社会的スキル
の導入（②，④），⑶振り返りの時間の設定（⑤）と
いう3つの手立てを考案することで具現化した（括弧
内は具現化した基本的構成要素を指す）。そして，こ
の3つをカリキュラムの骨子として，中学校理科で1
つの単元を通して授業実践を行ったが，実践前後で社
会的スキル，資質・能力に有意な差が見られなかった
ことがわかっている。ここで，3つの骨子について見
てみると，⑴では4人で1つの班になることが定めら
れ，4人それぞれが班内で独立した役割を担うように
役割分担されている。これにより相互協力関係と個人
の責任が具現化されていることがわかる。しかし，対
面的－積極的相互作用は生徒が役割を遂行する中で思
考が言語化されることを促しており，具体的な手立て
とは言い難い。⑵では対話場面で活用する社会的スキ
ルを設定し，授業内での配付資料に明記することで社
会的スキルの使用を促し，社会的スキルの向上が見込
まれる。また，社会的スキルの使用により，他者との
関わりを通して，生徒の思考を深めさせることを促進
しており，対面的－積極的相互作用を具現化できてい
る。⑶ではOPPシートを用いたメタ認知を促してお
り，グループでの改善手続きが行われている。しかし，
成果が得られなかったことを鑑みると，社会的スキル
については，育成する目的を定め，どのようなスキル
を設定すべきかの検討が必要である。また，大黒の方
法や仕組みに比べると対面的－積極的相互作用を明確
な手立てとして具現化できていない。

2．目的と方法
前述より，中学校理科において協働学習を導入した

授業を実施するにあたり，ジョンソンらの提唱する基
本的構成要素の具現化が必要である。特に対面的－積
極的相互作用を活性化させる手立てを確立する必要が
ある。そこで本研究では，⑴協働学習を中学校理科に
導入する手立てを確立し，その手法を導入したカリ
キュラムを開発すること，⑵対面的－積極的相互作用
の活性化による理科学習での有効性を検討することを
研究目的とした。そして，授業実践により検討する。

Ⅱ．基本的構成要素の具現化

中学校理科のカリキュラムにジョンソンらの理論に
基づいた協働学習を導入するにあたり，基本的構成要
素の具現化とその指導方法の確立を行う必要がある。
以下，5つの基本的構成要素の導入に向けた枠組みの
構築について述べていく。

1．基本的構成要素の導入に向けた柱の構築
中学校理科のカリキュラムにジョンソンらの理論に

基づいた協働学習を導入するにあたり，基本的構成要
素（①相互協力関係，②対面的－積極的相互作用，③
個人の責任，④対人的技能，⑤グループでの改善手続
き）の具現化とその指導方法の確立を行った。以下，
谷口（2018）の3つの骨子をベースに，大黒（2010）
で有効であった「思考の外化」を導入し，対面的－積
極的相互作用に焦点を当てて基本的構成要素の具現化
を行った。

そこで，“社会的スキルの明示”，“活動班の編成と
役割分担”，“思考場面の設定” を本カリキュラムの枠
組みとした（表1）。また，どのように基本的構成要
素を具現化する手立てを確立したかについておよびそ
れぞれの指導方法について以下に示した。

 
 

 

  
  

  

表 1　本カリキュラムにおける具現化と要素の対応

2．社会的スキルの明示
OECD（2019）のEducation2030プロジェクトで掲

げられたコンピテンシーにつながる能力の育成を目指
し，本カリキュラムで習得させたい社会的スキルを「他
者の受容スキル：他者の意見を受容しながら聞く」，「自
己主張スキル：自分の考えをわかりやすく他者に主張
する」，「役割遂行スキル：個人が班のためにやるべき
ことを果たす」の3つとした。これらの社会的スキル
を生徒が身につけることによって，生徒は今後の学習
や日常生活において他者の意見を積極的に聞き入れて
解釈し，相手の立場を考えて自分の考えを伝えること
で対立する人と合意形成を図ることができる。また，
教室や学校，将来は社会において自分のなすべきこと
を見出し，責任をもって仕事を全うすることができる
ようになると考えられる。

さらに，生徒が行動しやすいように社会的スキルを
「班員の意見をよく聞く」，「自分の考えや気づいたこ
と，疑問に思ったことは声に出して言う」，「自分の役
割を果たす」と簡易化し，生徒に提示することとした。

そして，社会的スキルの指導方法は次のような流れ
で行う。まず，単元の始めに単元の目標として，学習
内容の理解と社会的スキルの習得の2つを示す。次に，
毎時の授業においては，社会的スキルを意識すること
ができるよう，授業時に配付する資料に明記する。そ
して，毎授業の終わりに本時で社会的スキルがどの程
度使用できたかを自己評価させることで，意識づけを
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図る。この際，生徒は班活動での自分の行動を振り返
るとともに，班内で本時の協働学習についての対話を
促し，他者からの評価を得ながら自己の社会的スキル
についての改善を図る。

3．活動班の編成と役割分担
活動班の構成と役割分担について定めた。まず，班

の構成については，コミュニケーションレベルや学業
成績が異なる生徒4人を1つの班とした。これにより，
異なる考えをもつ生徒との関わりを促進し，少人数と
することで班員が効率的に作業をこなし，個人の責任
が最大となることを期待した。

役割分担については，物品の管理，観察，記録等の
理科の学習の中で必要とされるスキルを分担し，それ
ぞれの役割と主要な作業内容を示した（表2）。それ
ぞれが独立した作業を担うことで相互協力関係を促進
することを期待した。

  
  
  
  
  

表 2　役割と主要な作業内容

以上は実験活動中心の第1分野における場合であ
る。第2分野の場合は自然事象の観察活動が多い。そ
のため，1つの問題解決における作業の分担は難しい。
第1分野の場合は作業を分担することで相互協力関係
を促すことにしたが，第2分野では観察する対象を分
担したり，学習情報を分担したりすることで相互協力
関係が促進されるのではないかと考えられる。以下に
第2分野の場合の授業例を示す。中学校第1学年第2
分野「植物の体のつくりとはたらき」の「蒸散・光合
成・呼吸と植物の体」では，学習課題は「植物の体で
水がどのように移動しているか見つけよう」とし，観
察する対象を “根”，“茎”，“葉”，“花と種子” とする。
この観察する観点を班員で分担して，それぞれの部位
のはたらきを探りながら，水がどのようにして移動し
ているのかを観察する。このように，自然事象の観察
が中心の授業では，表2の役割の内容に学習内容に応
じた観察・学習情報を分担し，提示することで相互協
力関係を促すことができると考えた。

また，役割の決定方法を2通り挙げた。1つは単元
を通して担当する役割を固定する方法，もう1つは毎
時間役割をローテーションする方法である。前者は協
働学習導入期で実施するとし，後者は生徒が協働学習
の学習スタイルに慣れてきた頃に実施することとし
た。そして，全生徒に全ての役割を経験してもらうこ
とによって，社会的スキルの更なる向上を期待するこ

ととした。また，作業内容の伝達は単元の始めに，教
師が役割とそれぞれの作業内容の説明を行い，以降は
授業で配付する資料に毎時間の役割と作業内容を記載
することとした。

4．思考場面の設定
大黒ら（2008）は，対面的－積極的相互作用を高め

るためには，学習者が相互に積極的かつ正確に意見を
言い合い，聞き合うこと，が絶対的な条件であり，そ
のためには，個人がもつ考えを外化し，話し合いを効
果的に支援することが必要であると述べている。これ
らは個人の考えの表出を求めているが，話し合いの場
を設けたとしても，この段階の前に個人が考えをもっ
ていなければ思考の外化は難しい。そこで，対面的－
積極的相互作用を活性化させるために，班での対話を
開始する前に個人が学習課題に対する考えをもち，班
での対話を通して思考を深め，再び個人の思考に還元
するといった「思考場面の設定」が必要であると考え
た。思考場面を明確にすることで，対話による個人の
思考の変容を促すことができると考えられる。

まず，学習課題を決定し1時間の思考場面の設定を
行った。個人での思考場面では学習課題に対する自分
の思考を毎時のワークシートに記述（外化）し，対話
による思考場面では各自が外化した思考を共有し深め
合い，個人での再思考場面では対話により得た知識や
深めた思考により個人で問題解決することとした。こ
れにより，個人が必ず意見をもって対話に参加し，対
話が活性化することで，個人での問題解決につながる
ことを期待した。次に，1時間または単元での学びを
振り返る場面を設定した。ここでは “OPPシート（堀，
2004）” を利用し，生徒に毎授業における自分の思考
や言動について可視化させた。これにより，メタ認知
的に自身の成長を実感することができ，次はどう行動
改善するか，どのように学んでいくか等を考えさせ，
学びへの意識の向上を期待した。

Ⅲ．開発したカリキュラム

1．カリキュラムについて
以上をもとに，開発したカリキュラムにおける具体

的な手立てを，基本的構成要素を具現化した枠組みに
対応させて表3に示す。授業を行う単元を決定する前
に，「班構成の決定」，「役割の決定」，「役割分担」，「社
会的スキルの定義決め」を行う。これらは学校や学級
の状態を踏まえて，生徒にどのような能力を身に付け
させたいかで決定する。次に生徒の発達段階や学力に
応じて社会的スキルの「明示のための簡略化」を行う。
そして，カリキュラムの実施単元を決め，単元の初め
に提示する「学習課題の設定」を行い，どのような内
容を個人または全体で思考する場面にするかといった
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「思考・活動内容の設定」を行う。

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

表 3　開発したカリキュラムにおける具体的な手立て

2．開発したカリキュラムにおいて必要な教材
開発したカリキュラムを授業で実施するにあたり，

2つの教材を作成した。1つは本時の学習課題，単元
を通して習得を目指す社会的スキル，役割分担，本時
の学習活動を示した “指示書” である（図1）。

もう1つは各回の授業の学び，協働学習の活動の振
り返り，単元を通しての学びを認知させるための“OPP
シート” である（図2）。これは授業内では「本時のま
とめシート」と呼称し，単元の始めに生徒に配付し，
毎授業の最後に記入させることとした。
（1）指示書

指示書は授業の開始時に各班に1枚配付する。これ
により，毎時間の学習課題の提示，「全員がこの活動
中に行わなければならないこと」として生徒に身に付
けさせたい社会的スキルの明示，本時の役割と役割内
容の確認，「方法と手順」として活動の手順と活動時
間の指定を行う。

指示書の作成での留意点は以下の通りである。まず
学習課題は，単に本時の学習内容への問いを示すもの
ではない。ここでは相互協力関係を生じさせる課題が
必要である。よって，個人の能力だけでは解決できそ
うにない課題とした。例えば，全員で課題に取り組む
ように促すために学習課題の名称を「みんなで～しよ
う」や「みんなが～を理解できるようにしよう」とし
たり，「～の規則性を見つけよう」や「～の共通な性
質を説明できるようにしよう」といった個人の能力だ
けでは解決できないもの，協力して初めてなし得るも
のとしたりすることが挙げられる。

次に社会的スキルの明示である。ここについては前
述した意図より，指示書に掲げることで社会的スキル
を確認できるようにした。

続いて本時の役割と作業内容の確認である。本時の
全ての役割と作業内容を同一紙面上に記載した。作業
内容は前節で示したものを単元の内容に合わせて文章
化した。それぞれの役割には2 ～ 4つの作業を割り振
る。例えば，指示係であれば主な内容は教師の指示の
伝達，活動の司会進行であるので，「先生の指示，学

習課題を復唱する」，「発表時に司会進行をする」等が
挙げられる。

最後に方法と手順である。ここでは本時の協働学習
の活動手順を示すが，単に時間の流れを記載するので
はなく，“個人での思考”，“班活動”，“個人への還元”
の場面をステップ1 ～ 3とし，活動時間と思考・活動
内容を設定した。それぞれのステップにどんな活動を
行うかは導入する単元によって変わってくる。例えば，
“個人での思考” の時間では，ワークシートに何かを
記述させる，スケッチを行う，何かを一人で作る等の
思考の外化の活動が考えられる。“班活動” では，学
習課題に応じて観察・実験や調べ学習等を行う。また，
個人での思考の時間で外化した思考を交流させるため
に，記述したものを班内で輪読して意見を言い合った
り，プレゼンテーション活動や，アニータ・ブラウン

（2015）のワールドカフェ等の対話活動を取り入れた
りすることが考えられる。“個人への還元” では，学
習課題に対する考察をまとめる中で対話活動での学び
を還元させる。この時，ワークシートが個人の思考の
時間で外化した記述を同一紙面で見て比較できるもの
であると，生徒自身のメタ認知につながることが期待
できる。
（2）本時のまとめシート

本時のまとめシートは毎授業の開始時に配付し，前
時の思考を確認させ，授業の終わりに5分間時間を取
り，本時で何がわかるようになったか・何ができるよ

図 1　指示書のフォーマット

―128―



協働学習を導入した中学校理科カリキュラムの開発

うになったか等の「授業のまとめ」と社会的スキルの
使用と自分の活動についての「協働学習での自分の活
動」を記入させる。また，数値の5段階自己評価を行
わせ，次回への改善を促す。

図２　「本時のまとめシート」のフォーマット

本時のまとめシートの作成にあたって留意したこと
を述べる。まず，毎時間の授業のまとめと協働学習で
の自分の活動の振り返りをさせたことについてであ
る。毎回，授業のまとめは，授業を通してどんなこと
が分かったか，観察・実験やレポート作成・発表でど
んなことができるようになったのか，次回どんなこと
を調べてみたいか等を記述してもらうこととした。協
働学習での自分の活動は，自分の役割がどの程度でき
たか，社会的スキルがどの程度意識して使うことがで
きたか，次回に向けて改善したいこと等を記述しても
らうこととした。これにより，「時間/学習課題」の
記述欄から視線を右に動かすとその回で学んだことと
協働学習での自分の活動を振り返ることができ，視線
を縦方向に動かすとこの単元でどんなことがわかるよ
うになっていったのか，協働学習での自分の活動がど
のように変容していったのかを体系的に見ることがで
きる。

次に授業の理解度と協働学習の毎回の自己評価につ
いてである。数値による5段階評価とし，自己評価の
変容が可視化できるようにした。これにより，次回の
活動への生徒自身の活動改善が見込まれると考えた。

Ⅳ．開発したカリキュラムの検討

本研究の目的を達成するため，開発したカリキュラ
ムを導入した授業実践を行うことで，カリキュラムの
効果を検証することとした。

1．授業実践について
（1）期間と対象

授業実践は，2020年9 ～ 10月にかけて行った。対
象は愛知県内中学校第1学年2クラス（39名）とし，
授業は全て対象校の理科教師が実施した。対象の生徒
は協働学習を取り入れた授業を受けた経験がない。1
クラス（20名）は実験群とし，開発したカリキュラ
ムによる授業実践を行った。もう1クラス（19名）は
対照群とし，社会的スキルの明示，活動班の編成と役
割分担，思考場面の設定を行わず，授業の流れや取り
扱う教材は実験群と同様の形で実施した。
（2）実施単元

「光の性質」5時間完了（最後の1時間はテスト）
（使用する教科書は大日本図書発行の平成27年検定

『新版　理科の世界1』とした。）
（3）調査方法

カリキュラムの評価は以下の3点で行うこととした。
・授業実践の様子
・各種尺度による評価

授業実践の事前，事後にディスカッション・スキル
尺度，協同作業認識尺度を用いた調査を実験群の20
名，対照群の19名を対象に行い，変容を分析するこ
ととした。ディスカッション・スキル尺度では「場の
進行と対処」，「積極的関与と自己主張」，「他者への配
慮と理解」の項目について，協同作業認識尺度では「協
同効用因子」，「個人志向因子」の項目について調査を
行った。
・筆記テストによる評価

知識・技能を中心に評価するテスト①と思考力・判
断力・表現力を中心に評価するテスト②の2種類を実
験群の20名，対照群の19名を対象に実施した。テス
ト①は教科書の章末問題を参考にし，知識や実験技能
に関する問題を作成した。テスト②は平成27年度全
国学力・学習状況調査，平成30年度全国学力・学習
状況調査の科学的思考を要する問題を使用した。

2．授業実践の様子
授業実践の概要を表4に示す。授業での生徒の様子

については，一部を紹介する。第1時における実験活
動では，一度の実験で光の反射の法則として入射角と
反射角が等しくなることに気付いた班が見られたが，
他の角度でも確かめてみたり，計測する人を変えてみ
たりして自分たちが見出した光の性質を確実なものに
しようとする言動が伺えた。また，班活動において作
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図を用いて説明し合う様子が多く伺えた。第4時では
プレゼンテーション活動を導入し，プレゼンの準備に
おいて協働学習を行った。5つの班に異なった学習
テーマについてプレゼンをしてもらった。プレゼン資
料作成では，何が重要なことかを話し合い，見易さを
考えて図や絵を描く生徒の様子や，プレゼンをする時
に何を話すか決めて発表の練習をする様子が見られ
た。また，プレゼン活動中には発表を聞きながら頷く
生徒やプリントに発表内容をまとめる生徒が見られ
た。プレゼン資料の内容は用語解説，授業で行った実
験の結果を踏まえての光の性質の解説，光の性質を示
すための実験方法の提案等があり，表現方法は様々で
あった。

3．各種尺度による評価
質問紙調査による結果を，実験群の事前－事後を比

較することで協働学習による生徒の変容を分析した。ま
た，事後の実験群－対照群を比較することで実験群の
変容が協働学習によるものであるかどうかを分析した。
（1）ディスカッション・スキル尺度の結果と考察

「場の進行と対処」，「積極的関与と自己主張」，「他
者への配慮と理解」の3観点（10の質問項目）に対し
て，“よくできている” を4点，“どちらかといえばで
きている” を3点，“どちらかといえばできていない”
を2点，“できていない” を1点として，得点の平均点
を求め，平均点の有意差検定を行った。結果の一部を
表5，6，7に示す。
「場の進行と対処」の質問項目では “理由をつけて

自分の意見を言う” において実験群は1％水準で有意
な上昇が見られたが，事前事後における有意な上昇は

見られなかった。また，「積極的関与と自己主張」の
質問項目では “みんなと意見が違っていても自分の意
見を伝える” において1％水準で有意な上昇が，5％水
準で有意な差が見られた。以上より，生徒の自己主張
スキルを向上させることができたと考えられる。
「他者への配慮と理解」の質問項目では全項目の平

均点に有意な上昇が見られ，5％水準で有意な差が見
られた。特に “他の人のことを考えて行動する” にお
いて実験群は5％水準で有意な上昇が，1％水準で有
意な差が見られた。以上より，生徒の他者の受容スキ
ルを向上させることができたと考えられる。

また，「他者への配慮と理解」の質問項目では “自
分の役割を果たす” において実験群は5％水準で有意
な上昇が，5％水準で有意な差が見られた。以上より，
生徒の役割遂行スキルを向上させることができたと考
えられる。
（2）協同作業認識尺度の結果と考察

ディスカッション・スキル尺度と同様に平均点を算
出し，有意差検定を行った。「協同効用因子」，「個人
志向因子」の2観点（11の質問項目）の分析をした。
「協同効用因子」において，実践後の実験群－対照

群比較では各項目の平均点において1％水準で有意に
高い結果となったが，実践前と実践後の変化量が微小
であり，「個人志向因子」においても同様であった。
そのため，生徒の協同効用因子を高めること，個人志
向因子の認識を弱めることができたかどうかは判断で
きなかった。
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表 4　「光の性質」における授業実践の概要

―130―



協働学習を導入した中学校理科カリキュラムの開発

4．筆記テストによる評価
（1）知識・技能についての結果と考察

テスト①の得点確率分布を図3に示した。平均点は
実験群が30.6点，対照群が28.3点となり，有意差検定

を行ったところ，1％水準で有意に高い傾向が見られ
た。よって，本カリキュラムは資質・能力のうち，知
識・技能の育成に効果があると考えられる。 このこと
から，本カリキュラムの協働学習により，集団全体の
能力が向上し，学力低位層の能力を引き上げることが
できたと言える。授業実践からも，生徒同士で教え合
う，間違いがあれば正す等の行動により正確な科学的
知識が個々に身についたと考えられる。

図 3　知識・技能の得点確率分布

（2）思考力・判断力・表現力についての結果と考察
テスト②において平均点は実験群が26.5点，対照群

が27.6点となり，有意差検定を行ったところ，統計的
に有意な差は見られなかった。よって，本カリキュラ
ムは資質・能力の思考力・判断力・表現力に効果があ
ることを数値として示すことができなかった。しかし，
授業実践の班活動の様子において，生徒同士が現象に
ついて図を用いて論理的に説明し合ったり，問題解決
のための実験計画を立てたりする等，生徒1人1人が
思考し，判断し，表現する姿が見られた。片平（2009）
は，同じ知識をもっていても，思考力に差があれば，
解決のためのプロセスが異なってくると述べており，
これを援用するとプレゼン資料や各授業のワークシー
トの記述から，実験群の生徒たちの問題解決の過程と
対照群の生徒で差が見られた。このことから，本カリ
キュラムにより，個人の思考力・判断力・表現力を変
容させることができたと推察できる。
（3）学びに向かう力・人間性について

各回の授業実践においても生徒が主体的に学習に取
り組むようになり，学習課題を協働して解決しようと
いう姿が見られた。さらに，班活動において助け合い
や励まし合いをする生徒の様子も見られたため，学び
に向かう力・人間性の観点でも良い影響を及ぼしたと
考えられる。

Ⅴ．総合的考察

本研究の目的は，⑴協働学習を中学校理科に導入す
る手立てを確立し，その手法を導入したカリキュラム
を開発すること，⑵対面的－積極的相互作用の活性化

表 5　「場の進行と対処」における有意差検定結果

 

    F 

 

 3.10 3.47 * 

 3.11 3.32 n.s. 

 
 3.25 3.32 n.s. 

 3.28 3.16 n.s. 

*p<.05  **p<.01 

表 6　「積極的関与と自己主張」における有意差検定結果

 

    F 

 

 3.20 3.74 ** 

 3.11 3.26 n.s. 

 

 3.15 3.58 * 

 2.83 2.89 n.s. 

*p<.05  **p<.01 

 

    F 

 

 3.20 3.11 n.s. 

 3.74 3.26 * 

 

 3.15 2.83 ** 

 3.58 2.89 * 

*p<.05  **p<.01 

表 7　「他者への配慮と理解」における有意差検定結果
 

    F 

 
 3.65 3.74 * 

 3.44 3.63 * 

 

 3.40 3.58 n.s. 

 3.11 3.21 n.s. 

*p<.05  **p<.01 

 

    F 

 
 3.65 3.44 ** 

 3.74 3.63 * 

 

 3.40 3.11 ** 

 3.58 3.21 ** 

*p<.05  **p<.01 
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による理科学習での有効性を検討すること，であった。
⑴については本論のⅡ，Ⅲで行った。以下，⑵と今後
の課題について述べる。

1． 対面的－積極的相互作用の活性化による理科学習
での有効性について

授業実践の成果から対面的－積極的相互作用を活性
化させる手立てであった “思考場面の設定” により，
次のような有効性が挙げられる。
① 対話に参加するために自分の意見をもって議論する
ことができたこと

個人で学習課題に取り組む場面では必ず，教師が
毎時に提示する学習課題についての意見を記述させ
たことにより，班活動で自分の意見を述べ，生徒1
人1人が問題解決に参加することができていた。
よって，班での対話の前に，生徒個人の思考を記述

（外化）させることが効果的であり，それによって
班での議論に班員全員が参加することができること
がわかった。
② 科学的知識に加えて科学的探究に関する能力を身に
つけることができたこと

“思考場面の設定” の各段階において，探究の過
程における「科学的現象の記述，説明，予測」，「科
学的証拠と結果の解釈」といった科学的探究の能力
の使用を促し，身につけさせることができたと考え
る。また，授業での生徒の言動やワークシートの記
述から上記の能力の使用が伺えた。図4，5は授業
実践第4時のプレゼン資料である。図4は，光線が
水中，線香の煙の中を直進していることから，光の
直進性を見出し，説明した資料となっている。図5
は，光が鏡で屈折したことから，光の道筋を作図す
ることで，人の目にどのように物体が見えるのかを
示した資料である。どちらの資料も作成時には，光
の性質で学習したことをどのように記述し，説明す
るか，実験の結果をどのように示し，解釈したかに
ついて活発な議論が見られた。したがって，生徒は
活発な対話を通して，科学的知識に加えて観察・実
験に関するスキルや態度といった科学的探究に関す
る能力を身につけることができたと考えられる。

2．今後の課題
対面的－積極的相互作用の活性化をねらいとした協

働学習を実施することで，対話への積極的な態度，科
学的知識と科学的探究に関する能力の習得に一定の効
果が見られることがわかった。しかし，協働学習を実
施する上で取り扱う学習内容，教材も重要であった。
どんな内容を選択し，どのように観察・実験を行って
いくのか，探究の過程のどの部分を協働学習として取
り扱うべきなのか等を今後検討していく必要がある。
その際，磯﨑（2014）が，理科教育を通してどのよう

な資質・能力を備えた人間を形成するかという前提条
件のもとで，学習内容を選択し決定すべきであると指
摘するように，どのような科学的能力を子どもに身に
つけさせるべきなのかを念頭におく必要がある。
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